児童対象のサマーキャンプにおける一学生としての参加体験報告 by 奥村, 咲
69 69
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抄録: 本稿は、2015年8月、茨城県八千代町が実施した小学校6年生を対象に実施されたサマーキャンプ『愛らんど八千代・
北海道』に大学生ボランティアとして参加した際の気づきをまとめたものである。サマーキャンプは７泊8日の日程で、
北海道日高町と美瑛町を中心に、野外炊飯、川下り、星空観察、十勝岳登山、牧場体験、パークゴルフ等の活動で構成されて
いた。サマーキャンプは、自然環境の中での集団生活を通して、自然を大切にして人間関係を構築することに有効である
と思われた。また、活動、興味、行動において男女差がみられ、事前研修と本研修プログラムの構成については、サマーキャ
ンプの目的と意義の理解を深め、より高い成果が得られるよう考慮する必要がある。
（別刷請求先 : 奥村　咲）
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緒言
成長における自然体験の重要なことは、世界各地で古く
からから注目され、様々な形で実施されてきた。特に、
スウェーデンの幼児教育の最大の特徴は、就学前に読み書
きができることより、自然豊かな森の中でたくさん遊ぶこ
とが大切であると考えられていることであり、「森のムッレ
教室」と呼ばれるカリキュラムを実施している。
「森のムッレ教室」は1957年、子どもと一緒に森で散歩
していた一人の親が、『ムッレ』という架空の森の妖精を
通じて、森の中で子どもが自然の大切さを学んでいく」と
いうアイディアを思いつき、一つの物語にまとめたこと
を出発点としている。現在は、スウェーデンの野外活動
推進協会がムッレの物語をベースにした幼児療育を取り
入れ、地域の自然環境に合致した様々な形となって広まっ
ている（日本野外生活推進協会 , 2016）。
「森のムッレ教室」の基本形は、5～6歳の幼児8～12人
とリーダーの大人2人を1グループとして、週末のボラン
ティア教室では2～2.5時間、時には終日のスケジュールで
実施され、半年に及ぶ活動期間中、ごく希に『ムッレ』に扮
装した大人が森の中から登場して、森での遊び方や自然の
大切さを教えている。しかし、「森のムッレ教室」は独立し
た活動ではない。1～2歳では、森で安心して過ごせること
を体験するために森の中での散歩から始まり、3～4歳では
森での活動を通して自然への興味を引き出し、5～6歳の
「森のムッレ教室」への参加に進む。さらに、小学校に入る
と、森での活動を通して自然環境と人間社会との関係につ
いて理解し、一人一人が意見を持って行動していくことに
つなげていく。
スウェーデンで始まった「森のムッレ教室」は、ヨーロッ
パ諸国、特にドイツで広く実施され（木戸 , 2010）、わが国
でも関心が高まっている（杉山 , 2013）。
子ども時代に自然体験があると、道徳観・正義感が高く、
勉学意欲が高まるとの報告がある（国立青少年教育振興機
構 , 2011）。また、学校教育法 第31条は、①自然や地域社会
と深く関わる機会の減少、②集団活動の不足、③物事を探
索し、吟味する機会の減少、④地域や家庭の教育力の低下
を挙げ、これらの課題解決における長期宿泊体験の意義に
ついて、①集団生活の中で協調性・自律性を育む、②「知」
を総合化し、課題発見能力や問題解決能力を高める、③学
びの意欲を促進する、④幅広い年齢層との多様な交流の機
会を得る、の4つを指摘している。
これら集団による自然体験は、「脳のモジュール仮説」
（小林 , 2015）に基づく脳機能の発達とも一致している。
すなわち、現生人類（ホモ サピエンス サピエンス）の脳は、
その前提的プログラムとして、対生物専用モジュール（動物
や植物の習性や生態を推察したり理解したりする働きを
もつ）、対物理専用モジュール（物体の空間的配置、動き、
変化を推察したり理解したりする働きをもつ）、対人専用
モジュール（他人の表情や動作、言葉などから、その人の
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感情や心理を推察したり理解したりする働きをもつ）の
主要な3つのモジュールを持っていると考えられている。
そして、自然体験を通して人間関係を構築していくことで、
成長後に人間的な社会生活が営まれるという。
文部科学省（2008）によれば、体験活動とは、文字どおり、
自分の身体を通して実地に経験する活動のことであり、
子どもたちがいわば身体全体で対象に働きかけ、関わって
いく活動のこととされている。この中には、対象となる
実物に実際に関わっていく「直接体験」のほか、インター
ネットやテレビ等を介して感覚的に学びとる「間接体験」、
シミュレーションや模型等を通じて模擬的に学ぶ「擬似
体験」があると考えられる。最近は IT機器の普及で「間接
体験」や「擬似体験」の機会が圧倒的に多くなっており、
実体験に基づかない知識の集積が、子どもたちの成長に
とって負の影響を及ぼしていることが懸念されている。
今後の教育において重視されなければならないのは、
ヒト・モノや実社会に実際に触れ、関わり合う「直接体験」
である。すなわち、文部科学省が目標とする体験活動とは、
自然教室や臨海学校のように、それ自体、目標や指導計画、
指導体制、全体の評価計画などを持つまとまりのある教育
活動を意味するといえる。
体験活動は、豊かな人間性、自己学習力や思考力などの
生きる力の基盤、子どもの成長の糧としての役割が期待さ
れている。つまり、思考や実践の出発点あるいは基盤とし
て、思考や知識を働かせて実践し、よりよい生活を創り出
していくために体験が必要であるとされている。具体的に
は、以下のような点において効果があると考えられている
（文部科学省 , 2008）。
①現実の世界や生活などへの興味・関心、意欲の向上
②問題発見や問題解決能力の育成
③思考や理解の基盤づくり
④教科等の「知」の総合化と実践化
⑤自己との出会いと成就感や自尊感情の獲得
⑥社会性や共に生きる力の育成
⑦豊かな人間性や価値観の形成
⑧基礎的な体力や心身の健康の保持増進
つまり、子どもたちに［生きる力］を育むためには、自然
や社会の現実に触れる実際の体験が必要であるというこ
とである。子どもたちは、具体的な体験や事物との関わり
をよりどころとして、感動したり、驚いたりしながら、
「なぜ、どうして」と考えを深める中で、実際の生活や社会、
自然の在り方を学んでいく。そして、そこで得た知識や考
え方を基に、実生活の様々な課題に取り組むことを通じ
て、自らを高め、よりよい生活を創り出していくことがで
きるのである。人が生きていくうえで重要な互換と思考
に関係するとされている 3つの脳内の処理モジュール
「対生物専用モジュール」「対物理専用モジュール」「対人
専用モジュール」（小林 , 2015）の向上をもたらすことが
期待される。
著者は2015年8月、茨城県八千代町主催の小学6年生を
対象にしたサマーキャンプ『愛らんど八千代・北海道』に
大学生ボランティアとして参加し、子どもたちを誘導した
り、集団生活を送る上でのマナー指導等を行った。本稿は、
本サマーキャンプに一学生として参加した経験をまとめた
ものである。
愛らんど八千代・北海道のい概要
サマーキャンプの目的
『愛らんど八千代・北海道』は、茨城県八千穂町教育委員
会の主催で行われ、北海道の大自然の中で、以下の7つの
誓いのもと、町内の異なる小学校の子どもたちとの共同生
活、様々な体験活動を通して、自立心・強い意志・他人を思
いやる心など、青少年期に育む豊かな心を身につけること、
親元を離れて、様々な人々と触れ合いながら体験活動を行
うことで、家族や仲間の大切さ、基本的な人間関係を学ぶ
ことを目的としている。
1． 集団行動を心がけ、1人では行動しないこと（危険な
行動はしないこと）
2． 規則正しい生活をして、自分の体調は自分で管理す
ること
3． ルールやマナーは守ること
4． 同じ班になった友達と協力し、他の学校の友達をた
くさん作ること
5． 苦手なことにも積極的に挑戦し、自分のことは自分
ですること
6． 困っている仲間を助け、思いやりの心を持つこと
7． 北海道の自然の美しさを体験すること
期間・参加者
『愛らんど八千代・北海道』は、2015年7月19日（日）～
26日（日）の7泊8日で実施された。なお、本研修に先立って、
6月20日（土）には、八千代町中央公民館において結団式・
事前研修があり、事前説明・仲間づくりが行われた。
表1は参加者内訳で、八千代町内の5小学校に在籍する
6年生42人（男子15人、女子27人）、および引率者7人（八千
代町教育委員会5人、大学生ボランティア2人）であった。
著者は大学生ボランティアとして参加し、引率補助を主
任務に子どもたちを誘導したり、集団生活を送る上でのマ
ナー指導等を行った。
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実施場所・活動内容
『愛らんど八千代・北海道』は、国立日高青少年自然の家
（北海道沙流郡日高町）および国立大雪青少年自然の家
（北海道上川郡美瑛町）を活動拠点に行われた。
表2には本研修の日程および活動プログラムを、表3に
は研修中の標準生活時間を示した。
具体的には、①野外炊飯、②川遊び・川下り、③ラベン
ダー園観察、④牧場体験・動物との触れ合い、⑤キャラメル
作り、⑥登山、⑦自然散策などがあった。
サマーキャンプ参加目的と記録
学生としての参加目的
著者は東京福祉大学 社会福祉学部 保育児童学科に在籍
し、将来は子ども教育の分野に携わろうとしている。教室
内では子ども達の行動に対する制限が比較的強い。その
一方において、野外活動の中での行動には、子ども達の
内面がそのまま出る可能性があると考えている。そこで、
サマーキャンプにおける子ども達が野外活動の中での行動
を実際に観察して評価し、この経験を通して指導者として
の技量を高め、将来の活動に役立てることを目的とした。
表1．『愛らんど八千代・北海道』の参加者
男性 女性 合計
小学6年生 15人 27人 42人
八千代町教育委員会 4人 1人 5人
大学生ボランティア 0人 2人 2人
合計 19人 30人 49人
表2．『愛らんど八千代・北海道』の日程および活動プログラム
期日
活動
午前 午後 夜 宿泊
7月19日（日）
出発式　12：30
出発　　13：00
仙台港到着
フェリー乗船　19：00
フェリー出航　19：40
フェリー船中
7月20日（月） 苫小牧港着11：00 日高青少年自然の家入所 全体ミーティング 日高
7月21日（火） 自然散策、野外炊飯 沙流川下り 家族への手紙 日高
7月22日（水）
日高青少年自然の家退所
バス移動・学習
（富良野・美瑛方面）
ラベンダー園見学
トロッコ列車乗車
大雪青少年自然の家入所
星座観察 大雪
7月23日（木） 十勝岳登山 十勝岳登山 レクリエーション 大雪
7月24日（金） 牧場体験 パークゴルフ キャンプファイヤー 大雪
7月25日（土）
大雪青少年自然の家退所
バス移動・学習
旭山動物園見学など
苫小牧港到着
フェリー乗船　18：00
フェリー出航　19：00
フェリー船中
7月26日（日） 仙台港到着　10：00
八千代町到着　16：30
解散式　17：00
表3．『愛らんど八千代・北海道』の標準生活時間
6：30 7：15 7：30 9：00 12：00 13：30 17：00 17：20 19：00 22：00 22：30
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活動の記録と評価
著者の研修ノートに記した文面から、子どもの行動に関
する語句を抜きだし、「遊び」、「人間関係」、「興味」、「集団行
動」、「作業」、「会話」、「自然との関わり方」の7種類に分類し
て評価した。
個人情報の保護
6月20日実施の事前研修において自己紹介をするとき、
参加者の行動を個人名は伏せて記録すること、およびその
まとめを発表する機会があることを話した。これらの点に
ついては、事前に主催者の許諾を得た。
結果
活動の全般的状況
表4は、各種活動の中で観察された、特に印象深かった
行動の概略を示したものである。
活動の男女差
日常生活の中での行動に比較的顕著な男女差があるの
で、自然体験活動においても違いがあると思い、今後のプ
ログラム編成に役立つと思い、特に注意深く観察した。
表5は、子どもたちの行動について研修ノートに記載さ
れた内容から、男女差について抜き出してまとめたもので
ある。
遊び
男子は動系の遊びを中心として、将棋、ジェンガ、木の
ブランコやシーソー、石投げなどをして遊ぶことが多かっ
た。川遊びでは小さい石から大きな石まで川に投げるな
ど、力を要する作業が得意であるようにみえた。
一方、女子は静系の遊びを中心として、トランプやお絵
かき、会話などを楽しんでいた。
人間関係
男子は男女関係なく仲が良く、女子は男子と仲が良い子
もいれば、あまり積極的に男子とは関わらずに女子だけと
関わっている子もいた。周囲の子どもと馴染めない子ども
は、研修の最後まで周囲とトラブルがあった。
興味
男子は遊びや食べ物に対して興味を抱いたり、自然の生
き物や目の前の事象に対し興味を抱いたりした。しかし、
バス移動中、外の景色を見ずに、スマホによるゲームをし
表4．各種活動中にみられた行動
種類 行動の概略
野外炊飯
●グループ毎にバーベキューを行った。
●野外炊飯を行う中で友達と協力する場面が多々あった。
●特に火おこしは簡単なものではなく、試行錯誤しながら火をつけることを努力していた。
●出来上がった料理を、子ども全員が美味しそうに食べていた。
●後片付けも協力して行っていた。
川遊び・川下り
●
 石投げをする子どもが多く、「水切り」ではただ投げるだけでなく、石投げに適した形の石を探し、どのよ
うな角度で投げたら一番飛ぶのか自分で考える姿勢がみられた。
●川下りでは、ライフジャケットを着てボ ドー乗りや水浴びを行った。
●
 初めての体験で、初めは水の冷たさに驚いていたが次第に水に慣れ、水との触れ合いを楽しんでいた。
ラベンダー園観察
●ラベンダー畑の広さに感動し、花の臭いを嗅いだり、触れたりしていた。
●実際は花よりも、売店で売っていたアイスクリームの方に、興味が強い感じがした。
牧場体験 ●動物との触れ合いでは男女とも強い興味を示した。
●乳搾りやウサギを抱くなど、動物に直接触れることで、生き物の温かみを体験したようである。
キャラメル作り
●グループで、牛乳と砂糖を混ぜて加熱し、キャラメルを作った。
●
 各工程で役割分担がしっかりしており、色の変化とよい香りを楽しみ、出来上がったキャラメルを味わっ
ていた。
●普段何気なく食べていたキャラメルがどのように出来るのか、興味深かったようである。
登山
●十勝岳登山では、あいにくの悪天候のため頂上には行かず、途中で引き返した。
●往復の道程は約5時間で、歩くペースは個々人で差があったが、お互いに励ましあう姿がみられた。
自然散策 ●遊歩道にある草木に触れたり臭いを嗅いだりと、五感を使って自然を体験する姿がみられた。
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ている子がいた。
一方、女子は恋愛に関して興味津々であり、会話の中心
の大部分は恋愛の話であった。他にも、女子は自分よりも
年下の子どもに対してお姉さんのような振る舞いをして
いた。
集団行動
男子はゆったりと行動する子が多く、移動が遅い傾向に
あった。また、集団としては1人または2, 3人という少人
数でのグループで行動していた。
女子は、てきぱきとしている子が多く、移動もスムーズ
に行えていた。集団としては2～5, 6人とグループの人数
は様々であった。
表5．『愛らんど八千代・北海道』の研修期間中に観察された行動の男女差
種類 男児 女児
遊び
●動的遊びが多い。
●遊びの発展が見られる。
●将棋・囲碁・トランプなどの遊びをする。
●身の回りにあるもので新しい遊びを作る。
●ジェンガで家を作ったり、積み上げたりして遊ぶ。
●木のブランコや馬の椅子やシーソーで遊ぶ。
●  川で石投げをする。初めは小さい石を投げ、徐々に大き
い石を投げる。
●トロッコ列車に乗車している外国人と会話をして楽しむ。
●クイズ・なぞなぞ遊びが多い。
●静的遊びが多い。
●遊びの発展は顕著でない。
●トランプやおしゃべりをする子が多い。
●お絵かき・プロフィー ル帳の作成をする。
●木のブランコで遊ぶ。
●  石投げをしたり、川の水を指につけて石に絵を描いたりし
て遊ぶ。
人間関係
●  異年齢の子ども達と一緒に遊ぶ際に、低年齢の子が、自
作のものを壊されたり（主にジェンガが倒された）、オセ
ロの中身を出したりしても、お兄さんのような微笑ましい
雰囲気で、容認姿勢が見られる。
●男子全員で、同じ遊びをすることが多い。
●男女関係なく、誰とでも仲良くできる。
●  フェリーの中で、異年齢の子と一緒に遊ぶ際に、低年齢の
子に、「かわいいー」と言って抱っこするなど、お姉さん、
母親のような関わりが見られる。
●トロッコ列車に乗車している外国人と会話をして楽しむ。
●何グループかに分かれて遊んでいる。
●男子との関わりは個人差が大きい。
興味
●動物との触れ合いを積極的に行う。
●虫が好き。
●  異性に対する興味はそれほど強くない。キャンプ後半で
は、恋愛に対する興味が徐々に出てくる。
●遊びに対する興味は非常に強い。
●  食べものへのこだわりが強い（同一食品を食べ続ける、
複数種類のジュースを必ず混ぜる、何にでも七味唐辛子
をかける、など）
●バス移動中、外の景色を見ずに、トランプで遊ぶ。
●動物との触れ合いを積極的に行う。
●恋愛に関して興味津々。
●低年齢の個に興味を示し、積極的に声掛けをする。
●バス移動中、外の景色を見ずに、トランプで遊ぶ。
集団行動
●動作がゆったりとしている子が多く、移動が遅い。
● 1人又は2,3人で行動する。
●グループが固定化しにくい。
●バーベキューでは火おこしや道具運びが中心。
●てきぱきと行動する子が多い。
● 2～5人のグループで行動する。
●グループが固定化しやすい。
●バーベキューでは野菜切りが中心。
作業 ●整理整頓が苦手（部屋が散らかっている）。 ●整理整頓されている（部屋がきれい）。
会話
●身近なこと、直近なことに関する会話が多い。
●言葉掛けに対する返答は良好。
●自分に起こった出来事を報告したがる。
●会話ではガールズトーク（恋バナシ、他人の悪口）が多い。
●言葉掛けに対する返答に時間を要する子がいる。
●指導者を占有しようとする言動が多い。
自然との
関わり方
●動物や自然との関わりに積極的である。
●特に大型動物が好き。
●馬や虫を触ったり、ヤギに餌をあげたりする。
●自然にある草木を触れる。
●動物や自然との関わりに積極的である。
●特に小動物が好き。
●馬やうさぎを触ったり、ヤギに餌をあげたりする。
●自然にある草木に触れる。
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作業
男子は、野外炊飯の際は、積極的に火おこし、道具の準備
や片付けの作業を行っていた。また、部屋は整理整頓され
ておらず、服や下着などの私物が散らかっていた。
女子は、野外炊飯では主に野菜を切るなどの作業を中心
に行い、川遊びでは、川の水で石に絵を描くなど、細かい作
業が得意であるようにみえた。また、部屋は整理整頓され
ていて常にきれいな状態が保たれていた。
会話
男子は身近なことについての会話をする子が多く、女子
は恋バナシが会話の大部分を占めていた。全体的にみて、
男女とも言葉の使いまわしや会話内容が大人びていた。
自然との関わり・関心
全般的に、男女ともに積極的に自然に関わっている様子
が見受けられた。しかし、トロッコ列車乗車中はトランプ
遊びに熱中している子どもが多く、景色に無関心であった。
考察
『愛らんど八千代・北海道』は茨城県八千代町教育委員会
が主催する、町内 6小学校の子ども代表を対象にした
サマーキャンプで、北海道の大自然の中で、異なった小学
校の子どもたちとの共同生活、様々な体験活動を通して、
自立心・強い意志・他人を思いやる心など、青少年期に育
む豊かな心を身につけること、親元を離れて、様々な人々
と触れ合いながら体験活動を行うことで、家族や仲間の
大切さ、基本的な人間関係を学ぶことを目的としている。
本研修は対象者が小学6年生で、また実施期間も1週間と
短期間であった。しかし、自然の中での集団生活を通して
人間関係を構築し、自主性を高めて、かつ自然を大切にす
る心を育むという学校教育法第31条の内容と、基本的な目
的は同じと考えてよい。
『愛らんど八千代・北海道』では、7つの誓いが立てられ
ていた。これらの内容は、文部科学省（2008）の体験活動の
指針を準拠したものといえる。そこで、7つの誓いの達成
状況を、宿泊学習上の心得と諸注意、活動毎の注意事項、
長期宿泊についての確認事項・きまりの遵守から考察して
みた。
1． 集団行動を心がけ、1人では行動しないこと（危険な
行動はしないこと）
本研修のプログラムがほぼ完遂できたこと、大きなケガ
や事故がなかったことから、おおむね統制のとれた活動が
できていたものと考えられる。しかし、男子の一部は行動
が遅れがちで、単独行動が目立つ子もいたことも事実で
あった。また、女子では、グループ編成の固定化や気の合っ
た子同士での活動が増える、男子との交流が少ないなど、
改善すべき問題点がいくつかあった。『愛らんど八千代・
北海道』における集団行動の目的と意義を事前研修で明
確にし、本研修で発揮するように必要があるように感じら
れた。
2． 規則正しい生活をして、自分の体調は自分で管理す
ること
研修期間中に大きな病気がなかったことから、体調管理
はほぼ満足できる結果と言える。一方、生活については、
男子において整理整頓が苦手で部屋が散らかっていたなど
が目立った。日常生活がそのまま持ち込まれた可能性があ
り、指導の必要性が感じられた。
3．ルールやマナーは守ること
研修のルールやマナーはほぼ守られていたと言える。
しかし、女子における会話の中に、ガールズトーク（恋バナ
シ、他人の悪口など）があり、特に、集団の結び付けを崩壊
させる有力な要因である他人の悪口があったことは残念で
ある。悪口の原因と対応について、当事者と指導者の話し
合いを行い、問題を解決していく必要性を感じた。
4． 同じ班になった友達と協力し、他の学校の友達をた
くさん作ること
同一斑内での協働作業はうまくいっていた。バーベ
キューでは男女でそれなりの役割分担がなされていたこと
も、協力関係はできていたと思われる。
また、少年自然の家では、他団体の接触があり、低年齢の
子どもへの対応も、6年生としての自覚があったように感
じられた。また、日数を重ねるうちに子どもたち同士の仲
が深まっていく様子が伺えた。
5． 苦手なことにも積極的に挑戦し、自分のことは自分
ですること
研修プログラムは多岐にわたっていたが、子どもは興味
を持って取り組んでいた。特に、野外炊飯では各自の役割
を十分こなしていた。また、自分たちで洗濯を行ったり、
活動ごとの準備や後片付けを積極的に行っていた。
6． 困っている仲間を助け、思いやりの心を持つこと
思いやりの心が感じられたのは十勝岳登山で、お互いに
励まし合って悪天候のため頂上までは到達できなかった
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が、5時間の行程を歩いていた。
異年齢の子どもとの遊びでは、低年齢の子どもに対する
優しさが感じられた。
7． 北海道の自然の美しさを体験すること
サマーキャンプに参加した子どもは、自宅のある茨城県
とは違った、北海道の雄大さを感じたようである。フェ
リーの甲板に出て海を見たり、川下りでは、川水を体全身
で体感したりしていた。
しかし、トロッコ列車乗車中に外の景色に関心を示さ
ず、トランプを行う子どもがかなりいたことも確かであり、
自然を満喫しようとする姿勢の向上が望まれる。そのため
には、子どもたちに何をその活動から学んで欲しいのか、
経験して欲しいのかをきちんと活動ごとに狙いを定める必
要があると感じた。
以上の点をまとめると、今回、著者が大学生ボランティ
アとして参加した『愛らんど八千代・北海道』は、学校教育
法 第31条に記述されている集団による長期自然体験の目
的と意義を、基本的には満足しているといえる。
野外体験教室はスウェーデンで始まった「森のムレッツ
教室」が有名であり、それをベースして発展させた様ざま
な野外体験教室が世界的規模で実施されている（日本野外
生活推進協会 , 2016）。今回、著者が学生として参加した
『愛らんど八千代・北海道』も基本的には「森のムレッツ教
室」と同じ流れがあり、自然を大切にする心の醸成に寄与
していると考えることができる。ただし、本研修の参加者
は小学6年生に限定されており、参加者の多様性が高いと
はいえなかった。自治体（茨城県八千代町）単独での取り
組みでは参加する子どものキャパシティーに限界があって
難しいだろうが、人間関係の構築を考えると、異年齢の
子どもを含めた宿泊研修の方が望ましいと思われた。さら
に、行動や興味に男女差がみられることから、男女に共通
して、より高い成果が得られる研修プログラムの構成も
考慮するとよいと思った。また、プログラムの多くは既に
決められたもので、子どもたちが自主的に企画する内容は
なかったことから、研修プログラムの中に子どもたちが企
画した活動できる時間があるとよかったのかもしれない。
子どもたちは、研修中に「自由時間はある?」といった発言
をする場面が多々あり、このことからも子どもたちが、
自分たちがやりたいことを自主的に企画することで、自然
体験活動がさらに充実したものになるのではないかと思っ
た。加えて、行動や興味関心の男女差を把握することで
子どもたちにどんなことを身に付けて欲しいかをより明確
化され、子どもたちが自然を身近に感じられるような活動
をより効果的に行うことが出来ると感じた。
最後に、子どもが自然の体験とゲームのどちらに強い興
味を持っているのかも考えさせられた。初めて見る北海道
でありながら、移り変わる景色より遊びを選んだ子どもが
いたことは大きな反省点である。『愛らんど八千代・北海
道』の目的と意義がどこにあるのか、本研修の前に子ども
たちに十分理解してもらう指導が必要であると思った。
結論
2015年8月、北海道で実施された、茨城県八千代町教育
委員会主催のサマーキャンプ『愛らんど八千代・北海道』に
大学生ボランティアとして参加し、その成果と課題をまと
めた。
『愛らんど八千代・北海道』は、学校教育法 第31条が掲
げる集団による長期宿泊体験の4つの意義、①集団生活の
中で協調性・自律性を育む、②「知」を総合化し、課題発見
能力や問題解決能力を高める、③学びの意欲を促進する、
④幅広い年齢層との多様な交流の機会を得る、をほぼ満足
していた。しかし、男女に共通して、より高い成果が得ら
れる研修プログラムの構成、子どもが自然体験に強い興味
を持つよう促すことが大切と感じられた。
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A Report of Experience as a Student Volunteer in the Summer Camp for Children
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Abstract : In this report, I evaluate the results and issues of summer camp “Airando Yachiyo-Hokkaido” held for 
6 grade students of Yachiyo-town, Ibaraki in August, 2016.  The camp of 7 days was carried out in Hidaka-town and 
Biei-town, Hokkaido, and was consisted of field cooking, boating on the river, star watching, climbing, visiting ranch 
and zoo, park golf, et al.  Through the activities of summer camp, the students could recognize the importance of nature 
and partnership, although there were differences in the behaviors and the objects of interest between male and female 
students.  It is also considered that some arrangement of the program is required to bring more effective outcome.
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